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は
そ
れ
に
も
とづ
く

有
用
性の
量
的

通
約
可
能
性
を
認
め
て
い
る
ζ
と 、

第
二
に 、
い
わ
ゆ
る
サ
ービ
ス
労
働

も
価
値
生
産
的
労
働
と
し
て
い
る
と

と 、
第一二
に 、
価
秘
決
定
に
お
け
る

限
界
値の
役
仰
に
注
目
し
て
い
る
ζ

と
の
三
点で
あ
る 。

ー

＼ 

句
主
つ
／

木
鈴
全
体
は 、
図
家
独
占
資
本
主

義の
必
然
性
を
解
明
す
る
た
め
の 、

方
法
協
的

法磁を
愉じ
た
前
半
（
第

一
J

四
箪）
と 、
国
家
独
占
資
本
主

義の
制
度
的・
同協
能
的
手
段を
叙
述

し
た
後
半
（
第
五
j

八
章）
と
に
分

け
ら
れ
る
が 、

木部のユ
ニ
ー
ク
な

点
は 、
何
と
い
っ
て
も
前
半
に
あ

る 。
従
来 、
国
家
独
占
資
本
主
義

は 、
所有
や
分
配
凶
係の
閤
家
に
よ

る
修
正 、
あ
るい
はフ
イ

ス
カ
ル・

ポ
リシ
ー
に
よ
る
奴
円以
の
安
定
な

ど 、
マ
クロ
の
レベ
ル
で
論
じ
ら
れ

／
る
と
と
が
多かっ
た
が 、
著
者に
よ

れ
ぽ 、
よ
り

基
礎
的
なミ
クロ
の
レ

ベ
ル
か
ら
解
明
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
とい
う 。
す
な
わ
ち 、
務
省
は 、

「
国
家
独
占
資
本
主
義
は 、
価
値
と

使
用
側
他
と
の
あい
だの・・・・
矛
盾

の
発
肢
に
お
け
る一

階紡
と
み
な
す

べ
き
で
あ
る」
（
七
六…つ）
とい
う

独
特
の
観
点に
立っ
て 、
労
働
側
他

脱
を
か
な
り

大
阻に
再
定
式
化
し 、

ミ
ク
ロ
の
レベ
ル
で
は 、
国
家
独
占

資
本
主
義
を
独
占に
よ
るプ
ラ
イス

．－
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
波
乱
を
資
本
中認

の
枠
内
で
間
監
す
る
た
め
の
国
家
的

規
制
と
解
し
て
い
る
の
で
あ
る 。

若者
に
よ
る
労
働
価
値
税の
再
定

式
化の
う
ち 、
と
く
に
注
目
さ
れ
る

の
は 、
第一
に 、
使
用
側
倣
あ
るい

る 。
その
中で
文
化
大
革
命
と
その

亮
助
者 、
毛
沢
東
が
厳
し
く
聞い
直

さ
れて
い
るの
はい
う
ま
で
も
な

い 。
ひ
い
て
は 、
果
た・し
て一
九
四

九
年の
中
国
革
命
は
何
を
解
決
し 、

何
を
未
解
決の
ま
ま
残
し・ 、
ま
た
新

た
に
ど
の
よ
う
な
恕
題
を
提
起
し
た

の
か 、
と
い
う
聞い
に
改
め
て
ぶ
つ

か
る
思い
が
す
る 。

文
革
や
その
後の
動
乱
が
象
徴
す

る
現
代
中
国の
政
治
社
会
の
歪
み

は 、
恐
ら
く
は 、
四
九
年
革
命
が
解

決
で
き
な
かっ
た 、
あ
るい
は
そ
れ

自
体が
もっ
て
い
た
奇
型一
位
を一
一m
－

m
刺
さ
せ
た
も
の
に
ち
が
い
ない
か

ら
で
あ
る 。
中
国
革
命の
「
自
由
な

見
直
し」
が
と
り
わ
け
必
要
な
い

ま 、
「
革
命の
敗
北
者で
あ
る
が
脱

浴
者で
な
い」
（
中
崎
氏）
トロ
ツ

キス
ト

影
述
之の
論
文
や
発
言
を
集

E蛮藍粒轟蛮翠翻

著者の意図は
成功したか

と
れ
らの
論
点
は 、
ソ
辿の
経
済

学
界の
非
教
条
主
義
的
細川
分
を
出出
現

し
て
い
る
と
同
時
に 、
ソ
迎
社
会

主
義
経
済の
計
図
よ
の
必
要
を
反
映

し
て
い
る
もの
で
も
あ
ろ
う
が 、
率

直
に
い
っ
て
き
わ
め
て
わ
か
り
に
く

い 。
務
者
は 、
有
用
性
が
放
的
に
比

較で
き
ない
とい
う
恩
恕
をマ
ル
ク

ス
の
も
の
だ
と
す
る
と
と
陰
線拠
が

ない
とい
っ
て
い
る
が 、
有
用
性
が

抗
的
に
比
較で
き
る
も
の
だ
とい
う

思
犯
は 、
古
典
的
限
界
効
用
伽
値
脱

を
別
と
す
れ
ば 、
い
まど
きの
近
代

経
済学の
な
か
で
も
稀
少
な
の
で
は

念い
か 。
著
者
が一
定
労
働
時
間の

あい
だ
に
創
出
さ
れ
る
有
用
性
を
数

丑
化
し
て
作
成
し
て
い
る
モ
デ
ル

（一
O
こ仰
心
は 、
ま
さ
に
「
限
界

効
用
均
等の
法
則」
のパ
Hエん1
シ

曾
ン
に
ほ
か
な
ら
な
い 。

】

ま
た
著
者
は 、
「
側
絡
は
劣
等
な

め
た
木
曾
は 、
興
味
深
く 、
ま
た
時

宜
を
得て
い
よ
う 。

野
述
之
は
現在
八
五
歳 、
四
九
年

に
亡
命
し
て
か
ら
香
浴 、
ベ
ト

ナ

ム 、
ヨ
ーロ
ッ

パ
を
流
転
し 、・
い
ま

ア
メ
p
カ
で
文
鋒
活
動
を
続
けて
い

る 。
形
は二
五
t二

七
年の
中
国
国

民
革
命
（
本畿で
は
「
第
二
次
革

命」
〉
当
時の
中
共
党の
最
高
91

ダ
l

の一
人
だ
が 、
二
九
年
に
トロ

ツ
キス
ト
と
し
て
隊
独
秀
ら
と
と
も

に
除
名
さ
れて
か
ら 、
四
八
年
末
ま

で
は
中
国
内で
「左
泌
反
対
派」
を

組
織
し
て
宣
伝
活
励
を
行
い 、
四

九
年
か
ら
は
海
外
で
中
国
制
勢
を
倫

ず
る
と
共
に 、
「
第
四
イン
タ
ー」

の
飢
餓
者
と
し
て
活
動
し
て
き
た 。

二
九
年
以
後の

半世紀
は 、
お
そ
ら

く
は
総
力か
ら
追
わ
れ 、
革
命
か
ら

も
淑
絶
し
た 、
録
音
に
尽
く
し
が
た

企
業の
諸
条
件
に
よっ
て
規
定
さ
れ

る」
とい
う
命
題
を一
般
的
に
主
阿波

す
る
根拠
と
し
て 、
「
も
し
側
絡
が

当
該
企
業の
生
産
自
を
術
的
せ
ず 、

ま
た
利
潤
を
も
た
ら
さ
な
かっ
た
な

ら
ば 、
企
業
は
機
能
す
る
と
と・
が

で
き
ない
で
あ
ろ
う」

（
九
四一つ）

とい
っ
て
い
る
が 、
問
題
は 、
と
の

劣
勾
企
業の
う
け
と
る
利仰
が 、
自

由
mA干の
条
件
の
も
と
で 、
平
均
利

潤
で
あ
る
か
ど
うか
で
あ
る 。
も
し

平
均
利
潤
で
な
い
と
す
れ
ば 、
と
の

劣
等企
業の
側別
的
生
産
価
格
は
生

産
価
絡に
ひ
と
し
〈
な
い
わ
け
で 、

劣
等
な
企
業の
諸
条
件
が
価
格
を
規

定
す
る
と
はい
え
ない
で
あ
ろ
う 。

と
の
よ
う
に 、
ミ
クロ
の
レ
ベ
ル

で
の
総
偽
じ
たい
疑
問を
ふ
く
む
も

の
で
あ
る
が 、
と
ζ
で
の
分
析
が
怒

者の
全
体
と
し
て
の
国
家
独
占
資
本

主義
給
を
ど
れ
だ
けみ
の
り
あ
る
も

の
と
し
て
い
る
か
とい
う
点で
も 、

解
者
は
懐
疑
的
と
な
ら
ざ
る
を
え
な

い 。
著
者
は
価
値
愉の
レベ
ル
か
ら

国
家
独
占
資
本
主
義
にア
プ
ロ
ー

チ・

し 、
と
り
わ
け
第
六銀で
は
独
占
的

価
格
形
成に
たい
す
る
国
家の
市接

関
与
を
検
討
し
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず 、
そ
と
で
の
結
偽
は 、
「
独
占

資
本
主
総の
も
と
で
は 、
価
仙仰
と
所

得
はい
ぜ
ん
と
し
て
市場
的
結
附で

い
苦
難の
避
の
り
だっ
た
に
ち
が
い

な
い 。本

書
段 、
m
I
部
革
命
中
国へ
の

．
批
判
（五一
t

六
九
年
の
論
文
四

絢） 、
第H
都
中
国
革
命
の
中
で

（二
四、
二
九
年
の
偽
文
四
翻） 、

第
班
部
拶
述
之の
過
去
と
現
在
（
婆

で
あ
り
同
志
で
も
あ
る
隙
沼
山酬
に
よ

る
伝
記 、
中
嶋
氏
に
よ
る ．小
伝 、
六

六
t

七
七
年の
イy
タピュ
1

記
録

四
踊） 、
第
W
部
．7
ロ
フ
ィ

ル 、
の

四つ
に
分か
れ
て
い
る 。
本
住
を
通

じ
て
拶
述
之の
次の
よ
う
な
考
え
方

が
明
ら
か
と
な
る 。

ω
泌
自
身
も
指
羽
し
た
国
民
革
命

・
除 、
ス
タ
1
9ン
や
プ
ρ
1
9ン
の

限
り
で
訟
惨
な
敗
北
を
な
め 、
二

七
t

二
八
年の
冒
険
主
義
もモ
ス
ク

ワ
の
指
潟の
結
m別
で
あ
る 、
唯一
の

選
択
は 、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト

の
指

園田中国交
回復記念出
版

郭

沫

若

選

集
全十七
巻

氏は
文
学
者
で
も
あ
り 、

歴
史
家
で
も
あ
り 、
考
古
学者
で
も
あ
り 、
そし

て
ま
た 、
現
代
中
国
を
背
負
う
指
涼
者の一
人
で
も
あ
る 。
私の
小
波
「

天
平

の
山内A」
を
中
国に
紹
介
す
る
き
っ
か
け
を
作つ
で
下
さっ
たの
も
氏
で
あ
り 、

鐙
其
利
上
を
日
中文
化
交流の
上
で
大き
く
取
り
上
げ
たの
も
氏
で
あ
る 。
私

は
か
ね
が
ね 、
そ
うし
た
氏の
会
著
作を
ま
と
め
て
鋭み
たい
と
思っ
てい
た

が 、
その
機
会が
な
外に
早
〈
来
たζ
と
を
絡
し
く岡山っ
てい
る 。
弁
よ
鏑

〈
刊
行
委
員
〉

浅

川

賊
次

伊

藤

武
雄

上

原

浮

遊

倉
石
武
四
郎

白

石

凡

宋

川

博

杉

本

速
夫

須

田

禎
一

柘

植

秀
臣 自己司

失 ・
述わ 喜

れ

た

中

国

草

あ
り 、

国
家の
影
認
に
よっ
て
ほ
と

ん
ど
左
右
さ
れ
ない」
（一一
二
五～勺）

とい
う
も
の
だ
か
ら
で
あ
る 。

国
家
独
占
資
本
主
義
を
労
働
側
他

脱の
深
み
か
ら
解
明
す
る
と
い
う
弱

者の
意
図
は 、
必
ず
し
も
成
功
し
て

い
る
と
はい
え
ない
に
せ
よ 、
本
也

が
主
附胞
に
か
ん
す
る
広
範
な
問
題
を

と
り
あつ
かっ
た
労
作で
あ
る
と
と

は
ま
ち
が
い
ない 。
と
く
に
日
木の

続
者に
とっ
て
は 、
日
本
で
の
賊
倫

や
郁
突
が
分
析の
紫
材
と
し
て
数
多

く
と
り

上
げ
ら
れて
い
る
と
と
は
興

味深い
もの
が
あ
る 。

最
後に
翻
訳
につ
い
て
の
苦
言を

ひ
とつ 。

綱引肌
に
は
苦
心
の
あ
と
が

見ら
れ
る
もの
の 、
必
ず
し
も
統制問

l� 

中嶋嶺雄編訳

I でー

、．，』e J，
．

と
はい
い
が
たい 。
と
く
に
税
者
が

困
惑
さ
せ
ら
れ
るの
は 、
人
名の
表

胞
がロ
シ
ア
郎
式の
ま
ま
行
わ
れ
て

い
る
場合が
あ
る
ζ
と
で
あ
る 。
た

と
え
ば 、
c・
ラ
イ
ト・
ミ
ルズ
を

「
C・
B－
ミ
ル
ズ」 、
w－
ォ
ィ ．

ケ
シ
を
「B・
オ
イ
ケ
ン」
など 。

ま
た
原
文
自
・川河の
問
題
か
も
知
れ
な

い
が 、
クズ
ネッ
ツ
の
コm
有
革

命」
ご
六
七一つ）
は
「
疏ゆ
革

命」
の
限
り
で
あ
ろ
う
し 、
「ユ
ー

ロ
カ
レ
ン
シ
1
111ヨ
1ロ
ッ ．ハ

の

‘
貨
幣
単
位」
（二
八
0…つ）
と
い
う

脱
明
も
疑
問で
あ
る 。
と
れ
ら
につ

い
て
は
改
替
を
望
み
たい 。

（野串告は
中央大学教授）

（
合
同
出
版
社
三
八
O
O
問）

命』
・ －．・．

中
国
革
命
第一
世
代
の
貴
重
な
証一一一口

-, 
四
人．
組
L_ 

の 踏

襲 量
毛

．

函利
．つ
の
近

和
子

、現
す
る
永
続
本
命以
外
に
ない 、
同

四九
年
革
命
は
武
装
農
民
軍
に
よ
る

勝
利で 、
「
第二
次
大
臓
が
も
た
ら

し
た
複
雑
で
例
外
的
な
諸
条
件の
組

み
合
わ
せ」
に
ほ
か
な
ら
ず 、
そ
れ

自
体
異
常で
あ
る 、
ω
五
四
年
当
時

の
中
国
政
権
は 、
「プ
ル
ジa
ア
独

特紙か
らプ
ロ
レ
hp
p
ア
独
裁へ
の一

極の
過
後
的
な
歪
曲
さ
れ
た
こ
軍
政

相」
で
あ
り 、

結
局
東
欧
型の
「
変

則
的
労
働
者国
家」
に
な
る
だ
ろ

う 、
ω
文
革の
狂
気
性
は 、
社
会
主

義
的
経
済
土
台
と 、
独
殺
者
を
頂
点

と
ず
る
「
櫛
力
極
大の
官
僚
専
制」

．
とい
う
政
治
問
造の
問の
調
和
し
が

たい
矛
盾の
反
映
で
あ
り 、
ζ
う
し

た
政
治
m
迭の
変
革 、
社
会
主
義
的

民
主
主
義の
政
治首相
命
な
し
に
中
国

の
近
代
化
は
あ
り
え
なh・・・・ 。

郁般
に
よ
れ
ば
毛
沢
東
は 、
「岡柚刷出

－少
年
時
代

2創
造
十
年

圃
3革
命
春
秋

容
4快l
t峨l
i噛

納
5
制
対
軒
吋
制

場一
6
史
劇
I
腺
械
の
脱

EE

7
史
劇
E附
註
鵬

8
屈
原
研
究

9
李
白
と
社
市

上

代
化」
へ
の
転換 、
そ
し
て
林
彪・

四
人
組の
政
治
貌判へ
と 、
四
年来

の
中
国
は
め
ま
ぐ
る
し
く
動い
て
い

.
,, 

ほう
じ・っし
一八九五年湖

南省生まれ。
中間
共部副
党税剣川刑の

最高指場者として活焔＠一九二五

t二七年前哨命の敗北ののち、
隙独，

秀とともに中国トロツキズム速動

を開始．
に
し
て
傾
端・：
狂
宿
的
に
し
て
偏
狭

な」 、
ロ
ーマ

後
皇
と
察
の

始阜市市

を
米
ね
た
独
裁
者 、
「
頑
悶
派ス
タ

ー
リニ
ス
ト』
に
ほ
か
な
ら
な
い

が 、
劉
少
奇
に
対
し
て
は 、
「柔
軟

なス
タ
1
リユ
ス
ト」
と
し
な
が
ら

も
その
路
線に
共鳴
し
て
い
る 。
第

I
部
の
「
五
四
迎
励
と

文
化
大
革

命」
は
六
O
年の
中
国
務
命
を
共に

歩
ん
で
き
た
影
だ
か
ら
ζ
そ
包
け
る

す
ぐ

れ
た
倫
文
だ
が 、
そ
と
に
見ら

れ
る
思
想
家
援
は 、
調
訳
者
もい
う

よ
う
に 、
「トロ
ツ
キ
ス
ト」
とい

う
よ
り
む
し
ろ
社
会
主
義
的
民
主
主

mm千臼と社一附
下

日
中由古
代社会研究よ

ロ中国古
代社会研究下

回管
銅
時
代

目奴
持
制
時
代

目
歴
史
人
物

日
歴
史
研
究
愉
文
終

日郭沫若評論集

＊太字は既刊文
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義
者に
近い。
と
れ
は、
中
国
政
治

の
現
尖の
股
聞
が、
拶の
かつ
て
の

立
間切に
転
換
を
迫っ
た
と
み
るべ
き

で
あ
ろ
う
か
？

欲しい
革命家

としての
彰像

．ぜ・．． 

氷
山刊
は
文
京
則の
思
怨
家
拶
述
之

の
立
場
を
よ
く
知
ら
せ
て
く
れ
る。

だ
が、
革
命
家
拶
を
見ょ
う
と
す
れ

ばバ
ラ
ン
ス
を
失
し
て
い
る
と
の
感

ほ
拭
え
ない。
ホ
命
家
拶の
mu
mm酬
と

符
励
が
ま
さ
に
問
わ
れ
る
二
五
J
二

七
年の
愉
者
が
落
ち
て
い
る
か
ら
で

あ
る。
当
時
の
拶
（ペ
トロ
フ）
を

「
布
抑制
的
傾
向の
代
表
的
人
物」
と

し
て
糾
断
じ
たの
が
キム
（
少
年
国

際〉
の
代変
で
あっ
た
し
（
「
上
海

か
ら
の
手
紙」
）
、
ラ
イバ
ル
拙
秋’

白
が
拶
を
「
部
生
流の
革
命鋭、
政

客
流の
政

変制」
を
もっ
たメ
シ
シ

ェ
ピ
キ
と
焔
烈
に
批
判
し
て
い
たの

は
周
知の
と
と
ろ
あ々
る。

ま
た、
かつ
て
の
問
鋭
張
国
誌

も、
拶
は
中
山
総
本
件
後
に
布
製
的

誤
り
を
犯
し、
勝
介
石
の
二
七
年ー

ク
ー
デ
タ
ー
前の
南京
始
起の
指
滋

を
放
楽し
た
と
論
難し
て
い
る
（
と

の
点
につ
い
て
は、
香
泌
の
『
明

抑制』
月
刊
総
上
で
二
人の
問
に
紛争

が
あ
る）。
当
時の
拶の
立
場
を
知

叶哨：...判例h，円＇. .，夕 、川均榊叫柑4 ・hヂ， ，. .，・明暗‘ ． ． 

る
に
は、
二
七
年
六
月
の
彼の
総
務

『
中
国
水
命の
根
木
問
題』
は
欠
か

せ
ない
資
料で
あ
る。
と
の
ほ
か、

本
自
に
は
入っ
て
い
ない
が、
中ソ

の
論
争
と
対
立
につ
い
て
の
診の
立

場
も
知
り
たい
と
ζ
ろ
で
あ
る。

な
お、
拶
述
之
と一
九
三
二
年陀

合流
し
凶
二
年に
快
を
分
かっ
た
玉

凡
凶の
町
中
国トロ
ツ
キ
ス
ト
回
想

録』
（
矢
吹
音
訳、
桁
柏
山羽
田山、
一

九
七
九
年）
を
併せ
読
め
ば、
彼
ら

トロ
ツ
キ
ス
ト
の
内
部
抗
争、
絶
え

間
ない
苦
闘
と
苦
闘の
有
り
紛
が一

周
鮮
明
に
な
る。
ま
た、
終
始
民
主

主
義
者で
か
つ
強
烈
な
ナ
シ
ョ
ナ
P

ス
ト
で
あっ
た
隙
独
秀
と
対
照
し
て

拶
述
之の
思
想
傾向
も
改
め
て
浮
か

び
上
がっ
て
ζ
ょ
う。

毛
沢
市川、
周
恩
米、
劉
少
奇、
そ

し
て
「
奥
制」
の
王
明、
張
図
詩
亡

き
い
ま、
中
国
革
命の
第一
世
代は

つ
い
に
拶
述
之
を
残
す
だ
け
と
なっ目

た。
だ
が
中
国の
「
革
命」，
はい
ま

だ
終
わ
っ
て
は
い
ない。
その
多
総

な
過
程
と
複
雑
な
内
容
を
迎
解
す
る

に
は、
さ
ま
ざ
ま
の
笠
揚者の
い
ろ

い
ろ
な
角
度か
らの
椛
雷
が
必
姿で

あ
る。
木
得
は
その
証
言の
質
認
な

．一
つ
に
ほ
か
な
ら
・ない』e

（町肘者は日本国際問題研究所研究員｝

（
新
評
論
二
O
O
O
問）
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円・
ド
ル
・
金

（
th木
信
義
者）

峨
後の
通
貨
体
制は、
VPル
と

金
を
基
軸
に
動い
て
き
た
が、
フ

ロ
ー
ト
制
以
後、
ま
さ
に
激
励
の

時
代
を
迎
え
て
い
る。
ド
ル
の
弱

体
化、
強い
通
貨の
浮
上、
石
油

価
格の
急
上
芥
に
よ
る
オ
イル・

7
不
1
の
設
場
な
ど、
路
町叫
に
と

と
欠
か
ない。

柏市
者
は、
そ
うい
う
迎
行
間
制却

を
克
明
に
追い、
危
機
的
機
相
を

呈
し
たヤ
マ
拐
を
わ
か
り
や
す
く

拙
く
乙
と
に
よっ
て、
被
維
な
か

ら
み
合い
を
Mmき
ほ
ぐ
そ
う
とつ

と
め
て
い
る。
円
安、
同
誌
と一

審一
変
す
る
さい
に
も、
実
は
経

済
力の
相
対的
関
係
を
見滋
と
し

て
は
な
ら
な
い
が、
務
者
は
日
本

経
済と
の
凶
迎
に
も
要
領
よ
〈
触

れ
て
い
る。

と
の
磁の
もの
に
手
な
れ
て
い

る
著
者の
本
だ
け
に、
格
好の
入

門野で
も
あ
ろ
う。

（
教
育
社
一
五
O
O
同）

。
盗聴教団（

山
崎
正
友
蓉）

側
側
学
会の
内
紛
はド
ロ
泥
の

状
態とい
っ
て
い
い
が、
本
位は

内
紛の
火
付
け
役と
なっ
た
問
会

の
元
刷
問弁
明以
士
に
よ
る
寵
雪国
で

．
あ
る。
す
で
に一
部
は
週
刊
誌に

掲
賊
さ
れ
て
い
る
が、
改
め
て
説

む
と
日
本
最
大
の
教
聞
が、
い
か

に
「
教
祖」
の
池
悶
大
作の
愁
窓

的
行
動
に
よっ
て
助
か
さ
れ
て
い

る
か
が
よ
く
わ
か
る。

と
く
に
部
胞
とい
う
反
社
会

的、
犯
罪
的
手
段
を
使っ
て
反
対

者
を
封
殺
し
よ
う
と
し
て
い
たの

は、
実
行
者が
宗
教
団
体
で
あ
る

だ
け
に
恐
ろ
し
き
を
感じ
さ
せ
ら

れ
る。
本
性の
も
う一
つ
の
主
題

で
あ
る
「シ
l
ホ
l
ス」
の
倒・単

につ
い
て
は、

著者の
弁
明の
と

乙
ろ
も
あ
る
が、
制
問
弁
明脱
土
が

余
りに
もコ
ミッ
ト
し
過
ぎ
る
ζ

と
の
危
機
性
を
教え
る。

（
品開
際
社
九
八
O
同）

USAW日本

（
P
フ
ォ
ー
ム・
ク
ラ
ブ
箸）

二
O
世
紀の
残
りニ
0
年
間、

「
日
本
は
ど
う
し
た
ら
米
国
を
日

本
と一
辺
托
生の
立
場
に
追い
込

め
る
か」。
こ
う
し
た
問
題
提
起

が
妥
当
か
ど
う
か
鵠
倫
の
あ
る
と

と
ろ
だ
ろ・う
が、
官
僚、
エ
コ
ノ

ミ
ス
ト、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
か
ら

成る
若
手
研
究
集
団
が
三
年
間と

の
よ
う
な
問
題
意
除
を
持っ
て、

貿
易、
食
組、
技
術、
防
術、
石

油、
援
助、
金
融、
財
政
の
八つ

の
テ
ー
マ
につ
い
て
綴愉
し、．
そ

の
成
果
を
政
策
提
言
と
し
て
ま
と

め
た
も
の
で
あ
る。

ふ
だ
ん、
新
聞で
は
日
米
経済

朕
僚につ
い
て
のニ
ュ
ー
ス
報
道

は
多い
が、
で
は
具
体的
に
ど
う

し
た
ら
よい
か
は
あ
ま
り
包か
れ

ない。
木
智の
特
色
は、
日
米
経

済
限
僚の
解
消に
向
け
て
具
体的

かつ
現
災
的
な
政
策
提
言が
行わ

れ
て
い
る
点
に
あ
る。

（
ダ
イ
ヤ
モン
ド
社
一
一
O

O
問）

〆

体験的経済記事
の読み方

（
太
凹
稀
啓
HM骨〉

新
聞
の
中で
経
済
面
は
もっ
と

も
む
ず
か
し
い、
とい
うの
が一

般
読
者の
感
想
で
あ
ろ
う。
ζ
れ

に
対
し
若
者は、
何
と
か
や
さ
し

く
書
け
ない
もの
だ
ろ
う
か、
と

い
う
窓
織
を
絶
え
ず
持
ら
続
け
て

き
た。・本

設
は
ζ
う
し
た
視
点
か
ら、

経
済
問
取の
説
み
方
を
く
わ
し
く

解
説
す
る
と
同
時
に、
日
本
経
済

の
m
巡
を
身
近
な
問
題
か
ら
説

き、
ま
た
峨
後
経
済の
流
れ、
八

0
年
代へ
の
視
点
ま
で、
広い
視

野
に
立っ
て
日
本
経
済
を
展
望
ナ

ヲ匂。単
な
る
新
聞の
読
み
方と
い
っ

たハ
ウ
ツ
ー
もの
で
な
く、
し
か

も
体
験
に
波
打ち
さ
れ
た
好
者で

あ
る。（

三
修
社
一
三
O
O
円〉
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